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平成25年7月31日 

 

姉妹都市 島根県松江市ウルトラマラソン交流 

 

能登半島すずロードレース協会 

すずウルトラマラソン実行委員会 

 

 石川県珠洲市と姉妹都市提携をしている島根県松江市で開催されております「えびすだいこくウルトラマラソ

ン」に実行委員会が招待され、実行委員会メンバーおよび選手の5人が5月末に参加させていただきました。「え

びすだいこくマラソン」は20年前から、地元の方が一生懸命、手作りで育ててきたウルトラマラソンです。今

年は第20回、1600人のランナーが参加いたしました。われわれ、実行委員会も大変、勉強になったと共に、本

当に暖かく、そして献身的に受け入れてくれたボランティアに感銘を受け、ぜひ、この「えびすだいこくウルト

ラマラソン」を模範として、「能登半島すずウルトラマラソン」を育てていきたいと考えております。 

 そして、このたび「えびすだいこくウルトラマラソン」のスタッフ６名の方が本大会に参加していただくこと

になりました。遠く４００キロ離れた島根県松江市の皆さまとの交流を楽しみにしております。今後ともいっそ

うの互いの交流を深耕していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

↑島根県トライアスロン協会 藤間会長と田中委員長   ↑スタート前（美保神社）      ↑勝手に私設エイドも設置しました。 

 

＊姉妹都市：島根県松江市 

 「出雲国風土記」（733年）の国引き神話の中に、神が能登半島の先端（珠洲市）から引いてきて縫い付けたのが島根県の
先端（美保関町）であると書かれていたことから、1988年 3月に姉妹都市提携を結んでいる。美保関町の基幹産業は漁業と
観光です。観光では、関の五本松や美保神社、美保関灯台が名所。2005年 3月に松江市、鹿島町、島根町、美保関町、八雲
村、玉湯町、宍道町、八束町が合併により松江市として誕生した。 

   



 
 

 

 

（5月28日）島根日日新聞 

 


